
ブレーキロック機構搭載車（エアオイル複合式ブレーキ車） 
走行中にブレーキロック表示灯(赤)点灯時の取り扱いについて
ブレーキロック機構搭載車（エアオイル複合式ブレーキ車） 
走行中にブレーキロック表示灯(赤)点灯時の取り扱いについて

適切な操作

作業用ブレーキロックは通常、駐車ブレーキ使用時に各種作業を行うときの安全性確保のた
めの補助ブレーキです。そのため、走行中は使用しません。万が一、走行中に点灯する事象が
発生した場合は、ただちに安全な場所に停止していただき、いすゞ 販売会社へご連絡いただき
ますようお願い申し上げます。

作業用ブレーキロック機構作動手順

 駐車ブレーキを確実に作動させる。

 作業用ブレーキロック表示灯(赤)　  　の点灯を確認する。

 作業用ブレーキロックスイッチを押す。
 

 作業用ブレーキロック表示灯(緑)　　　が点灯し、ブレーキロックが作動する。

作業用ブレーキロック機構は、取扱説明書およびサンバイザーへ貼付けされているコーションラベルに
記載の通り、駐車ブレーキをかけた上で各種作業を行う際の安全性を確保するために使用するものです。
通常、ブレーキロックランプ(赤)は走行中に点灯することはありません。

：ブレーキロック作動ランプ ：ブレーキロックスタンバイランプ



作業用ブレーキロックスイッチ

作業用ブレーキロック★

<取扱説明書抜粋>
作業用ブレーキロックは、一時停車の状態で各種作業を行うときに、作業の安全を確保する
ための作業用補助制動装置です。パーキングブレーキだけでも停車できる路面勾配のところ
で使用します。

作業用ブレーキロックのON/OFFを行うスイッチです。

〈サンバイザー貼り付けのコーションラベル〉

空気圧、ブレーキフルード
量が不足した状態で作業
用ブレーキロックスイッチを
押すと、警報音“ピーーー”
と警告灯の点灯で警報し
ます。


